































































































（Cummins & Swain 1986: 83より作成）


































とその保護者 49名である．52名の内訳は，小学生 25名，中学生 27名であり，中国出身 50名，
台湾出身 2名，男子 23名，女子 29名である．来日年齢は 0ヶ月から 14歳 1ヶ月までで，平均
来日年齢は 8歳 7ヶ月である．滞日年数は 5ヶ月から 10年までで，平均滞日年数は 3年 4ヶ月
である．調査時の平均年齢は 12歳 3ヶ月であった．
3-2．調 査 方 法
今回の調査では，OBC会話テストと質問紙調査を行った．OBC会話テスト（Oral Proficiency

















来日年齢 6歳以前 6～8歳 8～10歳 10～12歳 12～15歳
人数 12名 9名 8名 11名 12名
平均 2歳 9ヶ月 7歳 3ヶ月 9歳 2ヶ月 11歳 13歳 3ヶ月
表 2 滞日年数によるグループ分け（N＝52）
滞日年数 1年以内 1～2年 2～3年 3～5年 5～10年
人数 7名 13名 10名 11名 11名
















































基 礎 面 対 話 面 認 知 面
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
日本語 0.79 0.78 0.88 0.83 0.88 0.90 0.82 0.84 0.78 0.79 0.88 0.79 0.80
中国語 0.84 0.82 0.79 0.80 0.87 0.82 0.92 0.87 0.88 0.82 0.78 0.81 0.93
































































た．得られた重回帰分析の結果と相関係数を表 6，表 7に示す．以下，表 6（母語の会話力の認















母語保持努力 標準偏回帰 単相関 標準偏回帰 単相関 標準偏回帰 単相関
日常的な母語使用 ― （．07 ） ― （．20 ） ― （．03 ）
母語の読み書き ．37＊＊ （．37＊＊） ．53＊ （．42＊ ） ．46＊ （．51＊＊）




母語保持努力 標準偏回帰 単相関 標準偏回帰 単相関 標準偏回帰 単相関
日常的な母語使用 ．25＊ （．33＊ ） ― （．43＊ ） ― （．01 ）
母語の読み書き ．50＊＊ （．54＊＊） ．76＊＊ （．76＊＊） ．51＊ （．46＊ ）



























































全体 小学生 中学生 全体 小学生 中学生
（N＝52） （N＝25） （N＝27） （N＝52） （N＝25） （N＝27）
1．母語の識字年齢（幼） ．46＊＊ ．45＊＊ ．42＊ ．37＊＊ ．34+ ．40＊
2．母語の読み聞かせ（幼） ．42＊＊ ．55＊＊ ．39＊ ．34＊ ．38+ ．35+
3．母語の読書（今） ．42＊＊ ．61＊＊ ．43＊ ．10 ．12 ．33+
4．（母語）漫画・雑誌（今） ．24+ ．37+ ．08 −．01 −．04 ．06
5．（母語）日記・手紙（今） ．23+ ．35+ ．17 ．21 ．26 ．12
6．母語の勉強（今） ．33＊ ．65＊＊ ．31 ．25+ ．47＊ ．29







































































































































平均来日年齢／SD 107（8歳 11ヶ月）／41．2 102（8歳 6ヶ月）／49．7
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